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二.は

皆
様
の
桜
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
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去
る
四
月
二
日
、
東
京

・
永

田
町
国
会
議
事
堂
前

の
憲
政
記

念
館

に
お

い
て
、
第
四
十
三
同

さ
く
ら
祭
り
中
央
大
会
が
執
―，

行
わ
れ
、
そ
の
席
上
に
お

い
て
、

鶴
田
町
が

「
さ
く
ら
功
労
者
」

と
し
て
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら

の
会

（会
長

・
河
野
洋
平
衆
議

院
議
長
）
よ
―，
表
彰
さ
れ
ま
し

た
．
本
年

度

は

、
全

国

よ
り

三
十
三
の
団
体
と
十
九

の
個
人

に
贈
ら
れ
、
こ
の
日
、
町
を
代

表
し
て
中
野
町
長
が
河
野
洋
平

会

長

よ
り
表

彰

を
受

け
ま

し

た
．
こ
の
表
彰
は
、
平
成
十
五

年
か
ら
富
士
見
湖
パ
ー
ク

一
帯

を
桜

の
名
所
に
と

「
町
民
ふ
れ
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あ

い
値
樹

一
を
続
け
、
皆
さ
ま

が
こ
れ
ま
で
千
六
百
本

の
桜

の

本

を
柚

樹

し
た
功

績

が
全

国

に
認

め

ら

れ

た
も

の
で
す

こ
れ

か

ら
も

こ

の
桜

を
大

切

に
し
、
ま

た
新

た

な
植

樹

を

進

め

、
将

来
鶴

Ｈ
町

が

日
本

有
数

の
桜

の
名
所
と
な
る
よ
う

力
を
合
わ
せ
て
頂
張
―，
ま
し
ょ
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山

●
準
軒
Ｒ
一

地
区
が
咲
か
せ
た
満
開
の
桜

問
山
町
内
会

（乗
田
会
長
）
で
は
、

癬
鋳はわ打倒」「“』じい臓̈
陶

●
一
に
は
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
清
掃
活

動
を
行
う
な
ど
、
丹
精
込
め
て
世
話

を
し
て
き
た
桜
が
―――‐ｌｉ
開
と
な
り
ま
し

マ．一「
し
に
∝襴
〓
一「割
」″
Ｐ
一智

年
の
桜
は
、
馬
の
性
古
も
な
く
、
今

ま
で
で
最
高
の
桜
だ

一
ヒ
満
面
の
実

み
で
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た

地
区
の
思
い
の
込
も

っ
た
桜
も
ま
た

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
．
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間山の桜並木

蜻蠅贔骰鰊熙餘
西北中央病院・弘離大学付属病院 。国立弘餞病院
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その他どこの病院の処方せんでも受付けています。
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